
日本天文学会2025年秋季年会

X63a OCEAN: 衝突銀河の星形成活動と分子ガス量の統計的調査
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銀河同士の衝突・合体は、銀河の星形成活動や超大質量ブラックホールの活動を活性化させる重要な現象であ
る。衝突銀河の同定には、淡い潮汐構造や乱れた形態を捉える必要があり、特に中・後期段階の衝突や小規模な衝
突を検出するためには、深い撮像データが不可欠である。口径 8.2mのすばる望遠鏡による深い撮像に基づく近傍
衝突銀河サーベイGALAXY CRUISEは、SDSS画像に基づく従来探査で見落とされていた衝突銀河を多数含む、
より高い完全性・純粋性を持つ衝突銀河カタログを構築している。我々は、GALAXY CRUISEで同定された衝突
銀河をもとに、衝突による星形成活性化の機序を探るべく、野辺山 45m電波望遠鏡を用いた分子ガス輝線観測プロ
グラムOCEAN（Observing Cold gas Emission from Attractive objects with Nobeyama 45-m radio telescope）
を立ち上げた。本プログラムでは、比較的近傍 (0.02 < z < 0.1)かつ星形成主系列の上側 (sSFR ≳ 10−10 yr−1)
に位置する 35個の星形成銀河を選定し、ポジションスイッチングモードにて合計約 100時間にわたる観測を実施
した。その結果、28天体からCO(1 ‒ 0)輝線のピークを> 3σの有意度で検出することに成功し、得られた積分
輝線強度を分子ガス質量に換算した。先行の xCOLD GASサーベイでガス質量が得られている銀河サンプルと
比較すると、OCEAN天体は星形成効率・分子ガス質量比のいずれもが高いが、特に前者は突出して高く、衝突
が星形成効率を大きく引き上げていることが示唆される。本講演ではOCEANの概要に加え、これらの初期成果
と今後の展望を紹介する。


